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【主担当部局：子ども・福祉部】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

障がい者がライフステージをとおして、どこで誰と生活するかを選択する機会が確保されています。

また、多様な働き方が選択でき、働くことを通じた自己実現の機会や、レクリエーション・文化活動

などに参加する機会が確保されるとともに、障がい者差別の解消および虐待の防止、障がい者の情報

保障など、障がい者の権利を守るための取組が進み、障がい者が地域で生きがいを感じながら安心し

て暮らすことができる社会づくりが進んでいます。 

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

グループホー
ム等において
地域で自立し
た生活をして
いる障がい者
数 

 1,787人 

 

1,901人  2,128人 

1,644人     

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

居住支援系サービスであるグループホーム（共同生活援助）や自立生活援助を利用すること
で、地域で生活している障がい者数（出典：三重県国民健康保険団体連合会「サービス利用
状況集計」） 

３年度目標値 
の考え方 

グループホームの主な利用者である知的障がい者および精神障がい者の増加数やこれまで
の利用者数の実績等をふまえ、目標値を設定しました。 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

障がい児・者の

日中活動を支援

する事業所の利

用者数 

 14,017人 

 

14,726人        16,143人 

 13,437 人                

農林水産業と福

祉との連携によ

る新たな就労人

数 

 70 人 

 

70 人  70 人 

－     

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

障がい者の自立と共生 

 

 



現状と課題 

①新型コロナウイルス感染症対策による社会の変化に対応するため、「新しい生活様式」をふまえた日

常生活や社会生活を安心して送ることができるよう、障がい者の特性に配慮した支援を行う必要が

あります。また、障がい者の行動特性への新たな偏見等が生じているといわれる中、「障がいの有無

にかかわらず誰もが共に暮らしやすい三重県づくり条例」に基づき、障がい者差別の解消に向けた

取組をより一層進める必要があります。 

②障がい者の地域生活を支援するための取組を進めることで、グループホームなどの障害福祉サービ

スの充実、工賃の向上や一般就労者数の増加など障がい者の自立に向けた環境整備は進みつつあり

ますが、引き続き居住の場や日中活動の場、地域生活を支える障害福祉サービス等の充実や、医療

的ケアが提供できる事業所の拡充を図る必要があります。また、新型コロナウイルスの感染が拡大

する中、障害福祉サービス事業所等が感染防止対策を徹底しサービスを継続して提供するために必

要な経費を支援するとともに、障害者支援施設等において、新型コロナウイルス感染症の発生等に

より職員が不足する事態に備え、あらかじめ、施設等の間で応援職員を派遣するための相互応援体

制を構築しました。引き続き、感染防止対策に取り組む障害者支援施設等を支援する必要がありま

す。 

③工賃向上や多様な就労の場の確保と定着への支援を強化し、社会的事業所をはじめとした障害者就

労施設等からの優先調達を推進することで、障がい者が住み慣れた地域で自立した生活を送ること

ができるよう、より一層取組を進めることが必要です。さらに、新型コロナウイルス感染症の影響

による経済活動の縮小や対面販売機会の減少により、福祉的就労事業所の生産活動収入や利用者の

工賃等に影響が生じているため、福祉的就労事業所の受注を拡大し、利用者の工賃等を増加させる

取組が必要です。 

④農林水産分野における障がい者等の就労の場の創出に取り組んでいます。今後、障がい者が農林水

産分野でさらに活躍できるよう、引き続き、就労支援の充実を図る必要があります。 

⑤障がい者が身近な市町で相談が受けられる相談支援の提供体制構築と支援の質的向上のため、広域

的・専門的な相談支援体制の整備に取り組んでいますが、さまざまな障がい状況に対応し、誰もが

望む生活が送れるよう、引き続き相談支援の強化を図り、地域における人材育成体制の構築を推進

することが必要です。 

⑥精神障がい者の地域移行や地域生活を支援するため、ピアサポーターによる地域移行支援を実施す

るとともに、鈴鹿・亀山圏域、津圏域および伊賀圏域においてアウトリーチ事業を実施しています。

引き続き、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築に向けて、地域移行・地域生活支

援の取組を一層進める必要があります。また、アルコール依存症対策として、自助グループと治療

拠点機関等による連携した早期介入の取組や、治療拠点機関と専門医療機関との連携による人材育

成および効果的な啓発についての取組を実施していますが、より一層充実していく必要があります。

さらに、ギャンブル等依存症対策を推進する必要があります。 

⑦障がいの有無によって分け隔てられることなく、お互いに人格と個性を尊重し合いながら共生する

社会の実現に向けて、「障がいの有無にかかわらず誰もが共に暮らしやすい三重県づくり条例」や「三

重県手話言語条例」、「障害者虐待防止法」などの法令整備が進められてきましたが、障がい者理解

の促進や障がいを理由とする差別の解消、障がい者虐待の防止、障がい者の情報保障など社会参加

環境の整備のより一層の取組が必要です。また、芸術文化活動を通じた障がい者の社会参加を促進

するために設置した「三重県障がい者芸術文化活動支援センター」について、三重とこわか国体・

三重とこわか大会を契機とし、障がい者の活躍の場を広げるため、取組の充実が必要です。 

 



令和３年度の取組方向 

 

①令和２年度に改定する「みえ障がい者共生社会づくりプラン（2021 年度～2023 年度）」に基づき、

障がいの有無によって分け隔てられることなく、お互いに人格と個性を尊重し合いながら共生する

社会の実現をめざして、「新しい生活様式」に基づいた感染防止対策を実施し、Society5.0 で実現

される社会を見越し、ＤＸ等を導入した取組やＳＤＧｓの視点を取り入れ、多様性を認め合い、生

きがいおよび安心を実感できる共生社会づくりのための障がい者施策を総合的かつ計画的に推進し

ます。 

②障がい者の地域生活を支援するための障害福祉サービスの確保を図るとともに、令和３年度社会福

祉施設等整備方針に基づき、グループホームや日中活動の場等の整備促進に取り組みます。また、

障害者支援施設等において感染症の感染防止対策などに適切に対応し、利用者に対するサービスが

継続できるよう、必要な支援を行います。さらに、障がい福祉分野の人材支援のため、障害者支援

施設等における介護業務の負担軽減を図るためのロボット等導入やＩＣＴ導入による生産性向上の

取組に対する支援に取り組みます。 

③医療的ケアが必要な障がい児・者とその家族が地域で安心して生活できるよう、各支援ネットワー

クにおけるスーパーバイズチーム機能構築等の多職種連携や医療的ケア児・者の受け皿拡充を推進

します。 

④福祉事業所における工賃向上等に向けて、専門家の派遣や共同受注窓口の運営支援を行うとともに、

民間企業への営業活動の強化や啓発等により受注拡大を促進します。ＩＣＴ等を活用しＷｅｂ上に

非対面・非接触による業務の受発注の一層の拡大や物販促進を図るためのデジタルマーケットを新

たに形成するとともに、発注の新規開拓等に積極的に取り組むコーディネーターを設置し、福祉的

就労事業所への発注の拡充を目指します。また、障害者優先調達推進法に基づく令和３年度調達方

針を策定し、調達目標額達成のために各部局と連携し、発注内容の切り分けや新たな発注の開拓な

ど発注内容の多様化を進め、一層の調達拡大を図ります。 

⑤障がい者の地域生活を支援するため、専門的・広域的な相談支援を地域の相談支援と連携して行う

ことで、市町における相談支援提供体制構築と強化を図ります。また、「三重県障がい福祉従事者人

材育成ビジョン」に基づく研修の実施や、基幹相談支援センターの設置と機能強化により、地域に

おける人材育成体制づくりを推進し、相談支援専門員の人材育成と相談支援の質の向上に努めます。 

⑥障がいを理由とする差別の解消に向け、「障がいの有無にかかわらず誰もが共に暮らしやすい三重県

づくり条例」の普及啓発や障がい者理解の促進に向けた取組を進めるとともに、専門相談員による

相談対応を行い、助言やあっせんの申し出があった場合には紛争の解決を図ります。また、相談事

例や合理的な配慮の好事例などについて、「三重県障がい者差別解消支援協議会」において情報共有、

検証を行うなど、社会的障壁の除去を促進する取組を進めます。 

⑦障がい者虐待の未然防止、早期発見、迅速かつ適切な対応を行うため、市町や施設等職員に対し障

害者虐待防止・権利擁護研修を実施するとともに、専門家チームを活用しながら虐待事案の発生し

た施設等に対し再発防止に向けた指導を行い、障がい者虐待の防止に向けた取組を進めます。 

⑧誰もが手話に親しみ、手話が広く利用される共生社会の実現につなげるため、「三重県手話施策推進

計画」に基づき、遠隔手話サービス等のＩＣＴを活用した新たな意思疎通手段の利用促進に努める

とともに、手話通訳を行う人材の育成や手話の普及啓発等を行います。 

 

 

 

子ども・福祉部 



⑨障がい者の社会参加の促進を図るため、「三重県障がい者芸術文化活動支援センター」において、多

様な発表機会の創出やアートサポーターを活用した当事者・事業所等に対する相談支援等を行うと

ともに、障がい者スポーツ教室やレクリエーション教室の開催など、障がい者が生きがいを実感で

きる共生社会づくりのための取組を進めます。 

 

 

⑩障がい者等が農林水産分野で活躍できるよう、農福連携全国都道府県ネットワークや民間協議会と

連携して、農福連携に取り組む福祉事業所や農林水産事業者の経営発展を促進するとともに、農林

水産業と福祉をつなぐ人材の育成やマッチングの仕組みづくりなどの支援体制を強化することで、

農林水産事業者等における施設外就労を促進するなど、障がい者の就労機会の拡大に取り組みます。

また、生きづらさや働きづらさを感じている若者等を対象として、農作業を通じた就労・社会参加

支援の取組を進めます。 

 

 

 ⑪「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築に向けて、アウトリーチ事業やピアサポー

ターを活用した地域移行・地域定着支援の取組を進めます。また、アルコール依存症対策について、

関係機関との連携による早期介入の取組や、人材育成および効果的な啓発を行います。さらに、ギ

ャンブル等依存症対策を推進するため、「三重県ギャンブル等依存症対策推進計画（仮称）」を策定

します。 

 

主な事業 

 

①障がい福祉総務費 

【基本事業名：13201 障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

予算額：(R2) ７，４９７千円 → (R3) ３，４３０千円 

事業概要：障害者基本法に基づく三重県障害者施策推進協議会や障害者総合支援法に基づく三重県

障害者自立支援協議会の開催を通じて、令和２年度に改定する「みえ障がい者共生社会

づくりプラン」の進捗を図るとともに、障がい者施策を総合的かつ計画的に推進します。 

 

②障がい者の地域移行受け皿整備事業 

【基本事業名：13201 障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

予算額：(R2) ８４，１９８千円 → (R3) ５６９，７６２千円 

事業概要：障がい児・者の地域生活を支援するため、グループホームや就労定着支援、障がい児支

援の拠点となる日中活動の場の整備促進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産部 

 

医療保健部 

子ども・福祉部 



③医療的ケアが必要な障がい児・者の受け皿整備事業 

【基本事業名：13201 障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

予算額：(R2) ３，２０２千円 → (R3) ２，８８０千円 

事業概要：医療的ケアが必要な障がい児・者とその家族が地域で安心して生活できるよう、これま

でに各地域で構築された支援体制の強化と連携を図るため、地域ネットワークへの側面

的支援を行います。また、医療的ケア児・者コーディネーターの養成や、障害福祉サー

ビス事業所等に向けた医療的ケア・スタートアップ研修、医療的ケア児・者スーパーバ

イズチームのフォローアップを行うことにより人材育成面を強化し、医療的ケアが必要

な障がい児・者の地域での受け皿を拡充します。 

 

④（一部新）障害者介護給付費負担金 

【基本事業名：13201 障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

予算額：(R2) ８，７２１，３２０千円 → (R3) ９，５６４，６９０千円 

事業概要：障害者総合支援法に基づき、市町が支出する介護給付費の一部を負担します。また、障

害福祉サービス事業所等における新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、衛

生用品等の購入など必要となるかかり増し費用に対する支援を行うとともに、障害福祉

サービス事業所等におけるロボット等の導入やＩＣＴ導入に対する支援に取り組みます。 

 

⑤（一部新）障がい者就労支援事業 

【基本事業名：13201 障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

予算額：(R2) １４，４６３千円 → (R3) １７，７６９千円 

事業概要：経営コンサルタント等を活用した福祉事業所の経営改善等への支援を進めるとともに、

福祉事業所に対する受注の仲介、販路開拓等を行う共同受注窓口の取組を支援します。

また、発注の新規開拓等に積極的に取り組むコーディネーターを配置し、ＩＣＴ等を活

用し、非対面・非接触による業務の受発注の一層の拡大や物販促進を図るためのデジタ

ルマーケットをＷｅｂ上に形成することで、障がい者の工賃等の向上を図り、地域にお

ける自立した生活の実現に取り組みます。 

 

⑥障がい者相談支援体制強化事業【基本事業名：13203 障がい者の相談支援体制の整備】 

予算額：(R2) １７５，４７６千円 → (R3) １５４，０４１千円 

事業概要：各障害保健福祉圏域において、就業・生活相談を実施するとともに、障がい児等に対す

る支援体制の確保・充実を図ります。また、県内全域を対象とした自閉症・発達障がい、

高次脳機能障がい、重症心身障がい等の専門性の高い相談事業を行います。 

 

⑦（一部新）人材育成支援事業【基本事業名：13203 障がい者の相談支援体制の整備】 

予算額：(R2) ２５，６４１千円 → (R3) ２８,７１９千円 

事業概要：障がい者の地域生活を支える人材を育成し、障害福祉サービス等の一層の質の向上を図

り、新型コロナウイルスの感染リスクを避けつつ、どこでも受講できるようＷｅｂ等の

活用も検討しながら、「三重県障がい福祉従事者人材育成ビジョン」に基づき、相談支援

従事者研修やサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者研修等の各種研修事業を行

います。 

 

 

 



⑧障がい者権利擁護推進事業 

【基本事業名：13205 障がい者の差別解消および虐待防止と社会参加の推進】 

予算額：(R2) ５，７７２千円 → (R3) ５，５１３千円 

事業概要：障がいを理由とする差別の解消のため、普及啓発、相談員による相談対応およびあっせ

ん等の申立てがあった場合に紛争解決を行うとともに、三重県障がい者差別解消支援協

議会やフォーラムなど、さまざまな機会を活用し相談事例の検証等に取り組みます。ま

た、研修の実施や専門家チームの活用により、障がい者の虐待防止や対応力の向上を図

ります。さらに、「三重県手話施策推進計画」に基づき、県民が手話を学習する機会の確

保や手話通訳を行う人材の育成等を行い、手話を使用しやすい環境の整備を進めます。 

 

⑨（一部新）障がい者の持つ県民力を発揮する事業 

【基本事業名：13205 障がい者の差別解消および虐待防止と社会参加の推進】 

予算額：(R2) ４，８８２千円 → (R3) ８，２７６千円 

事業概要：芸術文化活動を通じた障がい者の社会参加を促進するために設置した「三重県障がい者

芸術文化活動支援センター」において、「三重とこわか国体・三重とこわか大会」もひと

つの契機とし、障がい者の活躍の場を広げるため、障がい者芸術文化祭をはじめとした

多様な発表機会の創出、ＩＣＴを活用した情報発信やアートサポーターを活用した相談

支援等に取り組みます。 

 

 

⑩農福連携ネットワーク形成・強化事業 

【基本事業名：13202 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(R2) ８，３３５千円 → (R3) ９，１９２千円 

事業概要：「農福連携全国都道府県ネットワーク」との連携を強化する中で、全国の先進事例や有

効施策の調査をふまえ、農福連携効果の発信などに取り組むとともに、民間協議会等と

連携した農林水産業と福祉をつなぐワンストップ窓口の整備や、農業版ジョブコーチ等

の専門人材の育成に取り組み、県内推進体制の強化を図ります。 

 

⑪ノウフク就労支援円滑化地域モデル構築事業 

【基本事業名：13202 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(R2) ３，０７４千円 → (R3) ２，３０６千円 

事業概要：障がい者の施設外就労（農作業請負）の拡大・定着に向け、地域の支援組織に農福連携

の専門人材を配置し、施設外就労のマッチングを持続的に行う地域ノウフクセンターの

モデル構築に取り組みます。 

 

⑫農福連携「福」の広がり創出促進事業 

【基本事業名：13202 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(R2) ６，１３７千円 → (R3) ４，０５３千円 

事業概要：農業への障がい者就労拡大に向け、企業による特例子会社設立を通じた農業参入を促進

するとともに、生きづらさや働きづらさを感じている無業の若者等を対象にした就農体

験や試行的雇用等を進めます。また、ノウフクＪＡＳの認証取得支援を通じて、ノウフ

ク商品の発信に取り組みます。 

 

 

農林水産部 

 



⑬林福連携による新たな雇用創出促進事業【基本事業名：13202 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(R2) ４７１千円 → (R3) ３５４千円 

事業概要：キノコ栽培、木工、苗木生産などの分野における障がい者の就労機会の拡大に向け、福

祉事業所の職員等を地域における林福連携の推進を担う指導者として育成するととも

に、作業に必要な道具類の貸与や技術者の派遣等に取り組みます。 

 

⑭水福連携による次世代型水産業モデル構築事業 

【基本事業名：13202 農林水産業と福祉との連携の促進】 

予算額：(R2) ６９２千円 → (R3) ５１９千円 

事業概要：漁業者と福祉事業所等が連携し、地域が主体となって水福連携に取り組む体制づくりを

支援するとともに、福祉事業所の職員等を地域における水福連携の推進等を担う指導者

として育成するため、養成研修を実施します。 

 

 

⑮精神障がい者保健福祉相談指導事業 

【基本事業名：13204 精神障がい者の保健医療の確保】 

予算額：（R2） ３６，０４２千円 → （R3） ３５，４６７千円 

事業概要：アウトリーチ事業、ピアサポーターを活用した取組および地域住民への啓発により、精

神科病院入院患者の退院後の支援体制づくりを進めます。また、「三重県アルコール健

康障害対策推進計画」に基づき、アルコール依存症治療が必要な方を支援する取組を進

めます。さらに、「ギャンブル等依存症対策基本法」に基づき、「三重県ギャンブル等依

存症対策推進計画（仮称）」を策定します。 

 

 

医療保健部 


